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教養研究センター基盤研究講演会 no.8

「激動の流れを生きて」  
─ウクライナ戦争を念頭に、今ベトナム戦争を考える─

日時：2023 年 6 月 9 日（金）16：30～18：30
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎 2 階 大会議室

第 2次世界大戦によって、全ての人々が「もうこれで『戦争』と呼ばれるものは起こるまい、いや、起こして
はならない」と固く決心しました。戦争が余りにも悲惨で、惨たらしく、このままでは確実に人類は滅ぶと考
えたからです。しかし、その爪痕も癒えないうちに、朝鮮戦争、ベトナム戦争、アフガン戦争、湾岸戦争…と
惨禍は繰り返されてきました。
舩戸良隆牧師は、特にベトナム戦争下での実践的な救済活動を通して、キリスト者が、貧困、戦火、飢餓と
どのように向き合うかという問題を深く考えてこられた方です。
この研究講演会では、ウクライナ戦争を念頭に、私たちが「神の怒り」
としての戦争をどのように捉えたらよいのか、戦禍に苦しむ人たちに
対して何をしたらよいのか、私たち自身にはどのような責任があるの
かについて考える手がかりをいただきたいと思います。

講師：	舩戸　良隆
	 日本基督教団 勝沼教会牧師

司会：	小菅　隼人
	 慶應義塾大学理工学部教授・教養研究センター所員

講師略歴

舩戸　良隆（日本基督教団 勝沼教会牧師）

1936 年、東京・芝にて出生。
大学生時代、筑豊炭鉱閉山に伴う児童の悲惨な状況を見分し「筑豊の子どもを守る会」を結成、参画。

1965 年   3 月：東京神学大学大学院修了。
1967 年 10 月：日本キリスト教協議会より戦時下のベトナムに派遣され、戦災孤児救済に従事。
1976 年   6 月：国際協力基金よりタイ国・チュラロンコン大学日本研究講座講師として派遣される。
1979 年   9 月：米国・プリンストン大学客員研究員。
1990 年 10 月：�認定 NGO法人「アジアキリスト教教育基金」を創立、 

「バングラデシュの児童に初等教育を」専務理事・事務局長就任。 
2000 年 10 月：国際協力NGOセンター理事長就任。

著書
『我が国籍は天に在り』（日本キリスト教団出版局）
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小菅（司会）　皆様、お集まりいただきありがとうござい
ます。

本日の講師は舩
ふな

戸
と

良
よしたか

隆先生です。日本基督教団勝沼教会

の牧師です。私自身がクリスチャンで、日本基督教団勝沼

教会の教会員です。ですから、舩戸先生は、私の牧者とい

うことになります。

‌舩戸先生は 1936 年、東京・芝にてお生まれになりました。

大学生時代、筑豊炭鉱閉山に伴う児童の悲惨な状況を見

分し「筑豊の子どもを守る会」を結成し、参画されました。

1965 年 3 月に東京神学大学大学院を修了され、1967 年

の 10 月、日本キリスト教協議会より戦時下のベトナムに

派遣され、戦災孤児救済に従事されました。

今の若い学生、大学院生の皆さんは、多分ベトナム戦争

というのをリアルタイムにはご存じないと思います。私

は 60 過ぎておりますが、私どもにとっては戦争といえば

ベトナム戦争といいますか、リアルタイムでよく知ってい

る、アジアが舞台になった悲惨な戦争です。そこに先生は

直接赴かれて、戦災孤児の救済に従事されました。

1976 年 6 月には、国際協力基金よりタイ・チュラロン

コン大学の日本研究講座講師として派遣されました。

1979 年 9 月には、アメリカのプリンストン大学客員研

究員となられました。

1990 年 10 月、NGO法人「アジアキリスト教教育基金」

を創立され、「バングラデシュの児童に初等教育を」の専

務理事・事務局長に就任されました。

2000 年 10 月に、国際協力NGOセンター理事長に就任

されました。

昨年、春学期に小友聡先生にこの研究講演会で講演して

いただきました。小友先生は旧約聖書学の第一人者であり

ます。

また、昨年秋は近藤勝彦先生に講演をお願いいたしまし

た。近藤先生は組織神学の大家であります。

本日の舩戸先生は、キリスト教において実践的な活動に

ずっと従事されてきました。その意味では、前々回の小友

先生、前回の近藤勝彦先生とはまた違ったアプローチで、

私たちが宗教に対してどのように関わっていくかというこ

とをお話しくださると思います。

本日のタイトルは「『激動の流れを生きて』―ウクライ

ナ戦争を念頭に、今ベトナム戦争を考える―」というタイ

トルです。

先生どうぞ、お願いいたします。

舩戸　ただいまご紹介いただきました勝沼教会の舩戸と申
します。

講演に先立ちまして、皆様に 1つお断りしておきたいこ

とがあります。それは、本日の講演がベトナム戦争につい

ての講演ではないということであります。

私は今回の講演のこともありまして、最近 2つのドキュ

メンタリーフィルムを見ました。1つは、5月 29 日に放映

されましたNHKの『映像の世紀　ベトナム戦争　マクナ

マラの誤謬』というドキュメンタリーであり、もう 1つ

は、Amazon で『フォッグ・オブ・ウォー　マクナマラ元

米国防長官の告白』です。いずれもよくできておりますの

で、もし皆さんがベトナム戦争そのものを知りたいという

ことであれば、このようなものを御覧いただければと思い

ます。

私はサイゴンにおりましたときに、日本の出版社からた

くさんの人がサイゴンに送り込まれておりました。そこで

ライターと称する人たちがみんな本を書いて、日本でもす

ごくたくさんの本がベトナム戦争について書かれたという

ことを知っております。ですから、そういうものが参考に

なると思います。

私が本日の講演で申し上げたいことは、ベトナム戦争と

は何かということではなく、1960 年代に生きた一人の若

者が、ベトナム戦争の時代をどう生きようとしたのか。そ

の生きざまを通して、今、私たちがどう生きなければなら

ないかということを考えていただきたいということが本日

の講演の目的であります。

レジュメをお配りしてあるので、早速それに基づいて話

をしたいと思います。1番のベトナム戦争とは何であった

か。あの時代にベトナムで戦争が起こるということは、ア

メリカをはじめ西欧諸国の言わば「ドミノ理論」、ドミノ

というのは将棋倒しです。ダーッと将棋の駒が倒れていく

ような、「ドミノ理論」。もしベトナムが共産化されたら、

東南アジアは全て共産化する。そうしたら世界のパワーバ

ランスが崩れる。イギリスのある学者が「戦争というもの

「激動の流れを生きて」 
─ウクライナ戦争を念頭に、今ベトナム戦争を考える─

日本基督教団 勝沼教会牧師　舩戸　良隆
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は人々の恐怖心から起こる」ということを言っておりまし

たけれども、その「ドミノ理論」に基づいてベトナム戦争

が起こったということは確かなことだと思います。

まず初めに戦争の歴史を振り返ってみますと、1964 年 8

月にトンキン湾事件というのが起こります。ベトナム戦争

がいつ始まったかということについては諸説あり、確たる

定説というものはありません。大体そのトンキン湾事件と

いうのは、北ベトナムのトンキン湾というところにアメリ

カの軍艦がおりまして、そこに魚雷が発射されて、攻撃さ

れたものです。これは結局、現在ではそうではなかったと

いうことがはっきりしておりますが、そのようなことが報

じられて、北ベトナムに対する攻撃、戦争が起こったわけ

です。

翌年の 1965 年の 2 月から本格的な北爆、北ベトナムを

飛行機で爆撃するということが起こりました。そして、ベ

トナム戦争が南北にわたって始まったわけであります。

1975 年、サイゴンの陥落。ちょうどそのとき、私はそ

こにはいませんで、日本に帰ってきていました。サイゴン

のアメリカ大使館が襲われたりしまして、いよいよ米軍は

撤退し、北ベトナムの正規軍が最後に入っていくというこ

とで終結を迎えたわけです。

私自身どういう形でベトナム戦争に関わるようになった

かを説明いたします。

1960 年代を私たちは「安保世代」と言いますが、60 年

に安全保障条約、アメリカと日本との安全保障について

改定がなされるということで、東京というか、日本全体は

ちょっと大げさかもしれませんけども、安保改定反対とい

うデモが起こったわけです。

私たちも、当時大学生でしたけれども、安保改定反対と

いうことで、言わば「提灯デモ」というのがありました。

みんな提灯に灯を入れて、その提灯を持ちながら、「ベト

ナム戦争反対」と言って練り歩いたわけです。そういう形

で「ベトナム戦争反対」という機運が非常に盛り上がった

わけですけれども、私もほとんど毎晩のようにそのデモに

参加しておりました。

そのデモに参加した後、みんなどうするかというと、喫

茶店などに入って、おいしいコーヒーを飲んでケーキを食

べながら、ベトナム戦争についていろいろと論じ合うとい

うのが、若者の一般的な在り方でありました。

私はその提灯デモの後、喫茶店に行って友人とベトナム

戦争反対ということについていろいろ論ずると、次第に

「果たしてこれでいいのだろうか」という気持ちが起こっ

てまいりました。一方で、戦争において人が死んでいる。

ベトナム戦争について反対ではあるけれども、提灯を持っ

てデモをして、その後、喫茶店でおいしいコーヒーを飲

む、それでいいのだろうかという思いがしていました。こ

れは極めて若者的な発想だと思います。

そうこうしているうちに、キリスト教会の EACC、東

南アジアキリスト教協議会といいまして、東南アジアにあ

る教会が集まって協議会をつくっているのですが、その協

議会でサイゴンに「アジアキリスト教奉仕団」という団体

をつくり、ベトナム難民、孤児、そういう人たちを救済し

ようという運動が起こりました。日本の教会にもぜひその

運動に参加してくださいという要請が参りました。

日本基督教団、これは私が今、所属している教団ですけ

れども、キリスト教協議会という、もっと大きなキリスト

教会に働きかけがあり、ベトナムに行き、難民救済のよう

な仕事に携わる人を募集したわけです。

ところが、募集をかけても誰一人その募集に応え、応募

する人はいませんでした。なぜいなかったかといいます

と、その当時、朝日新聞の夕刊に、本多勝一という記者が

ベトナム戦争についての大変悲惨な状況をレポートしてい

たわけなのです。もちろん彼はベトナム・サイゴンに行っ

たのでしょう。みんなそれを読んでおりますから、ベトナ

ムに行ったら即戦争に巻き込まれて、運が悪ければ死ぬと

いうことにもなるのではないか。そういうふうに思ってい

ました。ベトナム戦争に関わるという人は誰一人としてい

ませんでした。

そういう中で、日本のキリスト教会から誰一人もいない

というのは、非常に具合が悪いというか、恥ずかしいとい
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うこともありまして、日本キリスト教協議会の総幹事が、

学生時代、筑豊炭田という炭鉱の中に入って、仕事をした

り、孤児たちの世話をしたというような話に目をつけて、

私に「舩戸君、君だったらベトナムに行っても大丈夫だ

から行ってくれ」と頼まれたのです。筑豊とベトナムは

もちろん全然関係がないと思うのですが、そういうこと

もあって、私は「では、行きましょうか」という形になっ

たわけです。

その当時、日本基督教団の総会議長、トップに鈴木正久

先生という方がおりまして、挨拶に参りました。鈴木先生

に「このたび教団から派遣されて、私はベトナムに行くこ

とになりました」と挨拶に行ったわけです。そうしたら鈴

木先生が「それはよかった」と言うわけです。「実は自分

も、誰か日本の若者がベトナムに行って働いてくれること

を望んでいた」と言うのです。

それはなぜかというと、鈴木正久先生は太平洋戦争にお

いて徴兵で戦争に引っ張り出されたわけですけれども、結

核を患っていまして、徴兵検査に合格しなかった。外され

たのです。そして自分の同僚は皆、実際に戦争に行って亡

くなっているというのです。それが鈴木先生のトラウマの

ようなものになりました。自分は生きて日本に今いるけれ

ども、自分の同僚は、その当時「外地」と言いました東南

アジアに行って死んでいる。そのことが大変申し訳ないと

思ったわけです。

鈴木正久先生はその後、日本のキリスト教会が戦時中、

戦勝祈祷会というようなことをして大変な罪を犯したとい

うことで、「第二次大戦下における日本基督教団の責任に

ついての告白」という声明を 1967 年 3 月 26 日に出した方

でございますが、その先生が、今ベトナムにおいては多く

の方々が亡くなっている。

当時、日本の経済は非常に低迷していたわけです。朝鮮

戦争で朝鮮戦争特需というのがあり、日本の経済が非常に

右肩上がりになってきた。それにも増してベトナム戦争で

は、アメリカが日本で物資を調達し日本の経済はぐっと上

がったのです。一方においては人が死んでいるにもかかわ

らず、日本では経済が復興して、みんながそれで喜んでい

る。一体そういうことでいいのだろうか。特に宗教家とし

て、そういうことが許されるのだろうか。そのように鈴

木先生は考えていました。ですから、日本の若者がベトナ

ム戦争に行ってベトナムのために働いてほしいということ

を、鈴木先生は考えていたのです。そしてそのとき、鈴木

先生は私にこの新約聖書のある箇所を示してくださいまし

た。それはヨハネによる福音書の 12 章の 14 節にある言葉

です。そこにこういうイエスの言葉があります。「はっき

り言っておく。一粒の麦は地に落ちて死ななければ、一粒

のままである。だが、死ねば多くの実を結ぶ」。こういう

言葉がありまして、鈴木先生は「この言葉に従って君もベ

トナムに行ってベトナムの人のために死んでください」と

言われたのです。今そのことを話すとみんなゲラゲラ笑う

わけですけれども、しかし、その当時、その言葉を受けた

私は、これは本当にベトナムに行ったら死ぬのではないか

と思いつつ、ベトナムに参りました。実際にサイゴンに

行ってみると、すぐ死ぬなんて、そんなことはなかったわ

けですが、この鈴木正久先生はそういう思いを持って、私

をベトナムに送り出したわけであります。

サイゴンに着きまして最初にやったことは語学研修で

す。ベトナム語を徹底して学ぶということでありまして、

1日 8 時間、6か月間、とにかくベトナム語を徹底して学

ばせられました。そして 6か月の研修期間が終わって、そ

れでは「君はこのサイゴンで何をするか」ということにな

りました。私は常々気になっていた戦災孤児の世話をした

いと申し出ました。彼らは田舎で戦災を受け、サイゴンの

町に出て来て、夜はごろごろ道端に寝て、朝になると起き

て、靴箱を持って、アメリカ兵の靴を磨いて幾ばくかのお

金をもらって生活していました。その姿は、私が敗戦後、

ちょうど東京の上野の地下道で見た子どもたちの姿とオー

バーラップしていたのです。もちろん皆さんはそういうこ

とはご存じないと思いますけども、敗戦後、上野の地下道

には、戦災孤児がたくさん居り、非常に悲惨な状況でした。

ベトナム戦争において、米軍が「解放戦線」（ベトコン）、

「ベトコン」という言葉はアメリカがつけたあだ名で、正

式の名前は「Mặt trận Giải phóng Dan toc Viet Nam Nam 

Việt Nam （南ベトナム民族解放戦線）」という人たちであ

り、南ベトナムでゴ・ディン・ジエム政権及びアメリカに

反対する人たちが武装蜂起したのです。そのベトコンを

やっつけるという名目で、地方で無差別爆撃をしたのです。

そして、子供たちはお父さんが死ぬ、お母さんが亡くなる。

そうすると子どもたちはどうするか。ベトナムは大家族主

義ですから、大体、親戚のうちに引き取られていくのです。

ところが親戚のうちも大変な大家族で、よそから入ってき

た子どもは、一旦は引き受けますけれども、なかなかうま

くいかない。そうすると、その子どもたちは、地方からサ

イゴンに出てくる長距離バスの屋根の上に乗ったり、いろ

いろなことをして地方からサイゴンに出て来て生活するよ

うになります。生活するといっても実際に知人があるわけ

でもないですから、道端に寝ている。すると先輩たち（前
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に出てきた子どもたち）が「お前どこから出てきた。そう

か、それじゃあ俺が靴箱を貸してやるから、お前も靴磨き

しろ」と言って、子どもたちは靴磨きをするようになるの

です。

私はそういう子どもたちの姿を見ていたものですから、

サイゴンでその靴磨きの子どもたちを集めて、食事を与

え、できれば職業訓練をさせたい、そういうことに従事し

たいとリーダーの方に申し出たのです。

日本では「ショロン」と言いましたが、「ショロン」で

はなくて「ChợLớn（チョルン）」と言いますが、「チョル

ン」の「チョ」というのは「市場」という意味で、「ルン」

というのは「大きい」という意味。「チョルン」というサ

イゴンの隣の町がありまして、そこは商業都市、町であり

ますけれども、そこで 1軒のガレージを借りまして、そこ

で子どもたちと一緒に生活をし、ご飯を食べさせて、学校

に行かせるということをしました。

ところが、小学校に子どもを連れて行って校長先生に

会って、「子どもたちをもう一度学校へ行かせてくださ

い。」とお願いしても、どこの小学校も受け入れてくれな

いのです。戦災孤児なんか受け入れられないというわけ

です。仕方がないので、今度は職業訓練だと自転車屋と

か自動車屋に行ってお願いをしました。もちろん給料な

どはなし。ただ、ご飯を食べさせて欲しいとお願いした

のですが、ご飯を食べさせるのは大変だから、君のとこ

ろでご飯を出すというのだったら、下働きのようなもの

をさせてあげる。そういう活動をしながら子どもたちと

一緒に生活をしておりました。

子どもたちと一緒に生活して、子どもたちは私を「お兄

さん、お兄さん」と呼ぶのです。ある時、「お兄さん、一

緒に靴磨きに行こうよ」「そうか、じゃあ一緒に行こう」と

言って、私も靴箱を買って、アメリカ兵の靴を磨きに行き

ました。靴磨きというのは簡単なようですが大変なのです。

私が行ったのは 1967 年ですが、1968 年の 2 月にテト攻

勢というのがありました。テトというのはベトナムのお正

月のようなもので、大きなお祭りをやるわけです。そのと

きに解放戦線がサイゴンを攻撃するという事件が起こりま

した。私はチョロンに子どもたちと一緒におりましたが、

朝方、外でバンバンという音がするのです。テトでは爆竹

をみんなバンバン鳴らしますから、私はてっきりそれは爆

竹の音だと思っていました。ところが、爆竹ではなくて、

実際に戦争で打ち合いをしていたのでした。朝起きてみた

ら割合に平穏なものですから、私はチョロンからサイゴン

の事務所まで行くことができたのですが、そのうちに戒厳

令が出され、一切外出は禁止ということになりました。

私はそこで 1つ大変なことを見ました。それは、そのテ

ト攻勢の後、実際に道路を歩いてみますと、そこに解放戦

線の兵士がみんな撃たれて死んでいるのです。ところが、

生き残った人たちは、サイゴンの市民にかくまわれるとい

うか、「どうか自分を隠してください」と市民のところに

行って、解放戦線の人が市民にかくまわれる。ところが、

5～6 日ぐらいたった頃から、サイゴンの人々は情勢を見

て、これは解放戦線が勝つのか、それとも政府軍が勝つの

か、もし解放戦線のほうが有利であれば、そういう人をか

くまっていたということが自分にとってはプラスになる。

しかし、政府軍が勝つということになったら、解放戦線の

人をかくまっていた場合は大変なことになります。ですか

ら、今までかくまっていた人をみんな外へ追い出すという

事になりました。それで政府軍がトラックにどんどん、そ

ういう人たちを載せ、連れて行くのです。

これは嘘か本当かよく分かりませんけれども、解放戦線

の人たちは「お前たちがサイゴンに入ったら、好きな家を

占領しろ。そうしたら、その家を君たちの住まいとしてあ

げるから」と言われて、サイゴンに入ってきたと言われて

いました。戦争というのはそういうものだということをそ

の時につくづくと感じさせられました。

そういう事件があって、私は一旦日本に帰ってきまし

た。というのは、日本でキリスト教会を中心にして、「ベ

トナムに医療品を送る運動」というのが始まったのです。

ところが、医療品を集めて送るというわけですが、北ベト

ナムはハノイに送ればいい、南ベトナムはサイゴンの病院

に送ればいいのですが、解放戦線はどこへ送ったらいいか

分からんという状態でした。そこで、「解放戦線はどこに

送ったらいいか探せ」と言われたのです。私が所属してい

る団体の中に地方で診療しておりました女医さんがいまし

て、その女医さんのところに行って相談しました。サイゴ

ンから 2時間ぐらい車で行きますとカイベイというところ

がありまして、そこは昼間は政府軍の支配地、夜は解放戦

線の支配地という競合地区でありまして、双方に税金を払

わなければならないという大変なところなのです。そこに

いた女医さんにお願いして、解放戦線の人に実際に会い、

解放戦線ではどこに医療品を送ったらいいかということを

相談しました。解放戦線の人は「自分が密書を書いてあげ

るから、それを持ってプノンペンに行きなさい。プノンペ

ンに解放戦線の事務所があるから、そこで相談してみなさ

い」と言われました。日本で言ったら「こより」のような

薄い紙にダーッと書いて、それをこよりにして、これを
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持って解放戦線のところへ行けと言われたのです。プノン

ペンの解放戦線にそれを持って行き、「どこに送ったらよ

いか」を聞き、「カンボジアのこういうところに届けてく

れ」と言われ、届けることができたわけです。

その当時、ちょっとした農村に行けば、昼と夜で支配す

る人たちが違うということが普通になっておりました。こ

れはだいぶ後の話になりますけれども、サイゴンが陥落す

るという事態が起きました時に、日本大使館に現地雇用の

日本人職員の方がおられました。日本の大使館というのは

本当にでたらめだと思うのはキャリアの外交官というの

は、決して現地語を勉強しないのです。例えばベトナム大

使館の人たちはベトナム語を勉強しません。なぜ勉強しな

いかというと、ベトナム語を勉強して、ベトナム語が分か

るようになったら、そこに張りつけられる。そうしたら、

自分はそれ以上出世できない。だからベトナム語を勉強し

ないというのです。ですから、現地の状況は、現地で雇っ

たベトナム語が分かる日本人の現地情報提供者が情報を集

めてきたものを、日本大使館はベトナムの情報として見る

わけです。その様な人の一人が、いざ解放になった時に、

奥さんが 2～3 日どこかいなくなってしまったのです。ど

こへ行ったのかと心配しておりましたところ、2～3日たっ

たら、高級車に乗って戻って来たのです。どういうことか

というと、その奥さんは解放戦線の幹部だったのです。

それから、共同通信社でもそうでした。共同通信社の

通訳、大体日本の特派員というのは現地語を勉強しない

ので通訳を使っていましたが、共同通信の通訳もまた解

放戦線の幹部で、共同通信を通して日本に送られるベト

ナムの状況というのは、全部解放戦線に筒抜けであった

なわけです。

私はそのときにつくづくと考えさせられたことがありま

す。日本人はベトナム戦争において、解放軍、解放戦線一

辺倒でしたが、戦争というのはそんな単純なものではな

い。とにかく一筋縄ではいかないということです。私は、

後にバンコクに来てから日本人会の会報誌に書いたのです

けれども、「トンボの目思考」が重要ではないか。すなわ

ち、単眼では駄目なのです。これは日本人は、ほぼ単一民

族ですから、何かというと大体ひとつの方向にガーっと進

んでいく傾向があります。だけど東南アジアというのは、

そんなものではないのです。この様なこともあるし、こ

うも考えられる、こういうふうにも考えるという複眼的思

考でないと理解できないことが多くあるのです。私はサイ

ゴン大学の学生運動というのをちょっと支援しておりまし

たけれども、こういうことがありました。学生運動のリー

ダーが殺されました。すると、当局の発表は「ベトコンが

やった」と言うのです。ところが、実際はそうではなく、

政府側がそのリーダーを殺して、「これはベトコンがやっ

た」と発表するのです。そして、学生運動を弾圧する。で

すから、何が本当で何が本当でないかということは、全く

分からないというのが実情でありました。

そういう中で私は生活しておりまして、とにかくアメリ

カ人というのは、南ベトナムの政府寄りであって、アメリ

カ軍をよく言う人はいませんでした。本当にアメリカとい

うのは貧乏くじというか、人はいいけれども全然何も分

かっていないという評価でした。その当時よく言われたの

は、「南ベトナム政府軍とアメリカ軍の間には、鉄条網が

引かれている」と言うのです。だから、アメリカ軍も南ベ

トナム政府軍を信頼していないし、南ベトナム軍もアメリ

カ軍を信用していないのです。そういうことで戦争なんか

できるわけがないという状況でした。

しかし、そうした中でひとりのアメリカ人、ドン・ルー

スという人がいました。その名前が本名だかどうか分かり

ませんが、わたしたちは彼を「ルース、ルース」と言って

おりました。そのルースが、あのサイゴンで反戦運動をし

たのです。彼はいろいろな資料を集めて、それをしかるべ

きところに送ったりしておりました。彼の家
うち

は幾度も政府

軍によって、家捜しというか、夜、政府軍に家探しされて

おりました。わたしは、ルースに頼まれて、いろいろな資

料を預かったことがあります。私の部屋も二度ほど、真夜

中に政府軍の兵士が来て、ドアをダンダンダンダンと叩く

のです。今すぐ行って「開けるから」と言わないと、機関

銃でダダダダッとやって鍵を壊して、なだれ込んでくるの

です。わたしは何かがあったらと思って、5階に住んでい

ましたけれども、いつでもロープで下に降りられるように

しておりました。そういう中でドン・ルースは実際に反戦

運動をしていました。

そして、そのドン・ルースの一番の功績と言えば、彼が

米国の下院議員をアメリカから呼んで、ベトナムの監獄を

視察するという事をしたことです。アメリカ議会がベトナ

ムの監獄の環境をよくするためにといってお金を出してい

たのです。ドン・ルースはその議員を招いて「トラの檻」

と呼ばれていた監獄に下院議員を案内したのです。監獄を

見て回っているうちに、係りの者が、「はい、もうこの先

には何もありません。」と言うのですが、ルースはその壁

をトントントンと叩くと、向こうからもトントントンと

返ってきたのです。「この向こうには何かあるじゃないか。

開けろ」と言って、強制的にそこを開けて中に入ったとこ
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ろが地下牢、地下に「トラの檻」と呼ばれる牢獄があった

のです。それでルースはそれをバチバチと写真に撮って、

アメリカに送り、それが『LIFE』に載ったり、『ニュー

ヨーク・タイムズ』に載ったりして、もう大変な騒ぎとな

り、アメリカにおける反戦運動に決定的な刺激を与えたの

です。

ルースに「日本でも、ぜひ君がやってくれ」と言われ

て、私の先生である隅谷先生にそれを送って、日本では岩

波の『世界』に出してもらいました。

そういうことがきっかけとなって、アメリカで反戦デモ

が非常に大きくなり、アメリカのベトナム撤退につながる

わけです。

わたしは、今のウクライナの戦争を見まして、ベトナム

戦争とオーバーラップして考えるのですけれども、先日、

NHKの番組で見たのは、マクナマラ元米国防長官が、国

交が回復された後、ベトナムを訪ねた時の話です。マクナ

マラ長官が「生涯を通して、ぜひ、北ベトナムのボー・グ

エン・ザップ将軍に尋ねたいことがある」と言って将軍に

こう質問をします。「北ベトナムがあれほど大きな損害を

得ていたにもかかわらず、なぜ和平交渉に応じなかった

のですか」すると、ザップ将軍はこう答えました。「自分

たちはこの戦争を 100 年だって続けていこうと思っていま

した。と言うのは自由と独立ほど貴重なものはないからで

す」そう答えたのです。まさにそれこそベトナムの魂だと

思いました。

私的なことで大変恐縮ですが、私はこういう経験があり

ます。サイゴン大学で講義をしていたら、非常に優秀な女

性がいたのです。いつでも試験をやったら 1番、トップで

した。その女性が、私がちょっと日本へ帰ってきたとき

に、お茶の水女子大にストレートで合格したのです。彼女

はお茶大で勉強していたので、ベトナム語を忘れるといけ

ないからわたしにベトナム語を教えてくれないかと頼みま

した。その代わり、「あなたに、わたしが、日本語を教え

る、日本語とベトナム語を交互に教え合うようなことをし

ようじゃないか」と提案しました。それは彼女も大喜びで

した。1年ぐらい経ったころでしたか、わたしはサイゴン

大学でも彼女をよく知っており、将来ベトナムで働きたい

と思っていましたので、彼女にこう言ったのです。「自分

は将来ベトナムに行って仕事をしたいと思っており、何か

ベトナムの人たちのためになる仕事をしたいと思っている

ので、私と結婚してくれないか」と。

そうしましたところ、彼女はしばらく考えて、こう答え

たのです。「舩戸先生、それは自分にとってはとてもうれ

しいことです。でも、ベトナムの愛国的な女性は、小さい

ときからこういうふうに教育されています。「外国人と結

婚するようなことは絶対にしてはならない」。そして彼女

はこう言ったのです。「もしベトナムの女性が外国人と結

婚したら、今頃ベトナムという国はこの地球上に存在して

いなかったでしょう。ベトナムの愛国的な女性は絶対に外

国人と結婚してはいけないと自分は教育されているから、

先生には大変申し訳ないけれども、先生と結婚することは

できません」こう断ったのです。

プロポーズされて、このように断るという民族があるで

しょうか。私は本当に驚きました。

私が今ここに持ってきましたのは「Ca khúc da vàng」

という、「黄色い皮膚を持った人の歌曲」という意味で、

チン・コム・ショーンという人が、当時サイゴンで出した

本ですけれども、この人は歌で反戦運動をしていたのでは

ないかと思います。カイン・リーという女性がこの歌を

歌っていて、この歌集の最後に載っている「Gia Tài Của 

Mẹ」という曲があります。「Gia Tài」というのは、「遺産」

です。「Mẹ」というのは「母親」。だから「祖国の遺産」

というのです。その出だしにこう書かれています。「Một 

ngàn nămđôhộgiặc Tàu」。「中国に自分たちは 1,000 年間

奴隷として支配されてきた」。中国と 1,000 年間自分たち

は戦ってきたのです。「Một trăm nămđôhộgiặc Tây」、「Một 

trăm」というのは、100 年間、自分たちはフランスと戦っ

てきた。そして、今、内戦です。だからベトナム民族とい

うのは、1,000 年間も中国と戦ってきたから、絶対にベト

ナム人は中国人を信用していないのです。

なぜ、和平交渉をしなかったと言いますと、たかが 10

年か 20 年のベトナム戦争で、手を上げて和平交渉するな
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んてことはベトナム民族には考えられないのです。

わたしはウクライナのゼレンスキー大統領にぜひこのこ

とを伝えたいと思います、こんなことは百も承知だと思い

ますけれども、「自由と独立ほど貴重なものはない」。この

言葉は、ベトナム民族の言わば血となり肉となっているの

です。わたしは、ベトナム愛国者の彼女からプロポーズを

断られたことからら、ベトナム戦争はこういうものであっ

たかということをつくづくと考えさせられたわけです。

皆さん、今ここにいらっしゃる若い方が、こういう戦時

下にあって、ウクライナの戦争の中、私たちが何をしなけ

ればならないか。また、ウクライナ戦争だけではなくて、

アジアにおいて、アフリカにおいて、こういう世界の中で

私たちが何をしなければならないかということを真剣に考

えていただきたい。それが私の本日の願いであります。以

上でございます。（拍手）

小菅（司会）　それでは早速、質疑応答に入りたいと思い
ます。

皆さんいろいろ考えるところがあると思います。私が最

初に口火を切る意味で、2つほど先生にご意見を伺いたい

と存じます。

1つは、戦争のような大災害において、キリスト教は一

体何ができるかということなのです。そもそもベトナム戦

争の発端になったゴ・ディン・ジエム首相はカトリック教

徒だと思います。それに反対したのは仏教徒。それが 1つ

の火種になったと思います。仏教、キリスト教ということ

に限らず、もしかしたら宗教というのは、こういうときに

何の役にも立たないかもしれないと思うのです。そのこと

について、先生がどう思われるかということが 1点。

もう 1点は、先生が最後に強調された、「自由と独立と

いうのは非常に重要である」という考え方と、そして前段

のほうでおっしゃいました、戦争というのは決してしては

いけないのだという考え方、この 2つというのは、もしか

したらしばしば衝突するかもしれない。自由や独立を置い

ても、戦争は避けるべきだと考える人もいましょうし、自

由・独立を守るためなら戦争も止む無しと考える人もい

る。多分、今のウクライナはそういう考え方なのでしょ

う。この 2つの考え方が衝突するときに、我々はどう考え

たらいいのかということをご教授いただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。

舩戸　いずれも非常に難しい問題ですね。私が今ここに、
これは中公新書ですけれども、『キリスト教と戦争』という

本を持ってまいりました。これはいかにキリスト教会が戦

争に加担して、そして世界における戦争が行われてきたか

ということが書いてある本です。確かに今、小菅先生がおっ

しゃったように、ベトナムにおいては仏教の方が戦争に反

対して焼身自殺、ガソリンを自分にかぶって、火をつけて、

そして生きている僧侶が亡くなるということがありました。

一方においては、アメリカをキリスト教国と言って良い

のかどうかということは問題ですけれども、キリスト教が

支配しているアメリカがこの戦争をしている。ゴ・ディ

ン・ジエムにしてもキリスト教徒です。そういうことが実

際に起こるわけです。ドン・ルースも、彼はクエーカー教

徒でありサイゴンで反戦運動をしていた。

今、反戦運動をするというのは、そんなにぴんと来ない

かもしれませんけれども、サイゴンで反戦運動をするとい

うことは、大変なことなのです。というのは、例えば政府

軍がドン・ルースを後ろからズドンとやって殺したとしま

す。それをどういうふうに発表するかといったら、「これ

はベトコンがやった」と言って、それでもう終わりです。

何の詮索もなされない。そういう中にあって、一
いち

アメリカ

人がそういう反戦運動をしたということは、私はすばらし

いことではないだろうかと考えるわけです。

ですからキリスト教が、ある場合には戦争に反対し、あ

る場合には戦争の火種となった、十字軍はその典型ですけ

れども、そういう場合もあるでしょう。そういう歴史をた

どってきたわけです。

では、キリスト教というのは一体何なのか。宗教という

のは全然、戦争を阻止することに対して力はないのではな

いか。そういうふうに言う人もいるかもしれませんし、実

際にそうかもしれません。

しかし、わたしは、ほんの微力ながらも、自分が一
いち

キリ

スト教徒として何かしなければいけないのではないかとい

う思いに駆られてサイゴンに行ったのです。そして子ども

たちと一緒に生活をしました。

キリスト教と戦争ということについて、それをどう考え

るかというのは大変大きな問題でありまして、さっき紹介

した本などでも、結局どうであるという結論みたいなもの

は出せないと思うのです。

確かにさっき申しましたように、日本でもあの第二次大

戦のときには、キリスト教会が戦勝祈祷会、この戦争は自

分たちの国が勝つようにといって、祈祷会をしました。そ

れは事実として残っているわけです。

ただ一方、市民権運動をしたマルチン・ルーサー・キン

グは自分の身を挺して、ベトナム戦争に反対したのです。
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それが、彼が暗殺されるということの 1つの原因になり

ました。キリスト教は、どうあるべきか、キリスト教と

はどうなのかということは、なかなか言えないと思いま

す。ただ、その中で「あなたはどうか」と言われた場合

に、わたしは、ベトナム戦争に対して反対であり、ベト

ナム戦争反戦のために、実際に反戦運動という具体的な

ことをしたわけではありませんけれども、私としてコミッ

トしたのです。

それから 2番目の、「自由と独立と戦争」という問題で

すけれども、これも極めて難しい問題です。しかし、わた

しがベトナムにおりまして考えたことは、ベトナム民族は

1,000 年間も中国によって支配されていた。わたしはベト

ナムで、また、東南アジアのいろいろなところにいて、植

民地主義というものが、どれほどひどいものであるかとい

うことを実際にベトナムの人からも聞きましたし、キリス

ト教の団体、アジアキリスト教奉仕団の中にあって、フィ

リピンの人と一緒に難民救済の仕事をしておりました時、

フィリピンの人からも話を聞かされました。フィリピンに

おいて日本軍がどんなにひどいことをしたか、自分のお父

さん、おじいさんから聞いているというのです。ある村に

行って、「日本軍に反対しているのがいるだろう。そうい

う者を出せ」と言われ、「自分たちは知らない」と言うと、

赤ん坊を連れてきて、その赤ん坊をバーッと宙に放り投げ

て、拳銃でバサッと突き刺して赤ん坊を殺した。「あなた

はそういう日本人の血を引いているんじゃないか」とフィ

リピンの看護師さんから言われたのです。そのときわたし

は「いや、わたしはそういうことはしない」なんて、そん

なばかなことは答えになっていないと思いました。「申し

訳ない」。その一言だけです。だから、その植民地支配と

いうものがどれほどひどいことかということをベトナムに

おいても、フィリピンにおいても知らされました。

わたしはタイにもおりました。タイと日本はアジアで唯

一植民地支配を受けなかった。だから全然違います。タイ

で私は生活しましたけれど、タイ人とベトナム人は全然違

います。そういう中でわたしは考えたのです。とにかく民

族の独立というものが、どれほど貴重なものであるかとい

うことを日本人には理解できないと思います。

日本人は、もちろん敗戦後、アメリカ兵が入ってきたけ

れども、それはベトナムでなされたこととかフィリピンで

されたことは全然質が違います。わたしは「では、どちら

をお前は取るか」と言われたら、やっぱり私は戦っても独

立は勝ち取りたい。こういうふうに思います。以上です。

小菅（司会）　ありがとうございました。

発言者A　商学部 1年生のAと申します。
2つ質問があって、日本におられたときのベトナム戦争

の認識と、実際現地に行ってベトナム戦争を見たときの認

識の差というのは、どれほどのものだったのかというこ

と。あと 1つは、今ウクライナ戦争をやっていて、いろい

ろな現地の映像が送られてくると思うのですが、もし舩戸

先生が今、若者だったとしたら、そういう映像を見てもウ

クライナの現地に行く勇気があるかどうかというのを知り

たいです。

舩戸　初めの質問ですけれども、わたしはベトナムに行っ
て初めて、マスコミというか報道機関というか、そういう

もののいい加減さ、でたらめさを知りました。

例えば朝日新聞なんかでもそうですけれども、みんな特

派員を送るわけです。そして日本にいて、ベトナム戦争と

いうのはどうなっているかとか、どうであるかということ

は、そういう特派員が記事を書いて、送ったものが記事と

して載るわけです。ところが、日本の新聞社にはデスクが

いるのです。そのトップの考えによって記事が載るかどう

かが決まるのです。現地の記者は俺が送ったあの記事は結

局ボツにされた」と言っていました。だから結局、ベトナ

ム戦争というのはどういうものであるかとか、どういうと

ころでどういうことが起こっているかということは、極端

に言えばデスクがどう判断するかということによって、紙

面に出るかどうかということなのです。そしてわたしはベ

トナム語が、今は全く忘れてしまいましたが、その当時は

「お前はチョロンの中国人か」と言われたくらい堪能でし

たので、日本から送られている特派員が、共同通信とも、

朝日の記者と親しかったものですから、前線に取材に行き

たいという時に「舩戸さん、一緒に行ってよ」と言って、

私を連れて前線でいろいろ取材するわけです。それを書い

て日本に送るわけです。例えば、フランスとかイギリスの

特派員というのは、非常に優れていると思いました。特

にフランスは、記者そのものがベトナム語を理解できるわ

けです。だからベトナム語で実際にいろいろ取材するので

す。ところが日本の記者でベトナム語が分かる人は誰一人

としていないのです。わたしもキリスト教の雑誌にずっと

連載していたのですが、若干の疑問を感じたのです。それ

は何かというと、その頃、日本の出版社は、猫もしゃくし

もと言っていいくらいにライターと呼ばれる人をサイゴン

に送り込み、一部屋に閉じ込めて、ベトナムについてとに



10

かく何でもいいから書いてくれと言われ、書くのです。若

干の資料を渡して、その人たちが書き、それが本になって

日本で売られるわけです。

わたしはそれに対して、ものすごく憤慨したのです。一

方においては人が死んでいるという現実、もう一方日本で

は、それを商売にしてもうけているというわけです。そん

なことが許されていいのか。では、お前はどうなのだ。お

前だってベトナム戦争の悲惨なことを文章に書いて、ベト

ナム戦争とは何かということを知ってもらおうとしてい

る。それでいいのかと非常に考えさせられました。今のウ

クライナ戦争もそうですけれど、日本人が日本人的な思惟

構造をもってウクライナ戦争を理解できるか。これは大き

な問題です。日本人は日本人的な価値観、これは当然そう

ですけど、日本人的な価値観をもって戦争を見るわけで

す。そういうレンズをもって、いろいろな事実を見るわ

けです。これは歴史観の問題にも関わると思いますけれど

も、どういう価値観をもって、それを事実とするか。これ

は大変大きな問題です。事実というのは無限にあるわけで

す。その中から自分に何が大切であるかということをどう

いうふうに抽出するかということは、自分の価値観による

わけでしょう。例えば「今日、今まであなたは何をしまし

たか」と聞かれたときに、「何と何と何をしました」と抽

出する。いろいろなことをしているわけですから、その中

から何を抽出するかということは、自分が大切だと思う、

価値観によっているわけです。それと全く同じです。ベト

ナムに行ってベトナム戦争を見た。ウクライナに行ってウ

クライナ戦争を見た。そのときに、日本人的な価値観を

もってそれをどういうふうに見ているかということがある

でしょう。わたしは実際にサイゴンでベトナム人を理解

し、ベトナム人の目を持って戦争を見ることができるのか

といったら、絶対できない。ですから、その様な限界があ

るという事を知らされるということが、重要なことではな

いかと思うのです。

皆さん若い人も、ぜひ勧めたいことは、とにかくアジ

アに行って、そして何年間かそこの土地で生活してみる。

その国の人がどういう価値観を持っているかということ

を体験してみる。それができなかったら、この慶應大学

でもインドからの人もいるでしょうし、ベトナムからの

人も、いろいろな留学生がいるでしょうから、そういう

留学生、ひとりでもいいですから、その人と本当に親し

くなって、そしてお互いにお互いの欠点をさらけ出すこ

とができるような友達をつくるということ。それが非常

に重要だと思います。

日本人が日本人的な価値観をもってアジアの問題を見る

という時代は、もう終わったと思うのです。皆さんの時代

はそういうことを乗り越えて、アジアの人たちとどういう

ふうに共に生きていくかということを考えなければならな

い。そういう時代だと思います。

それからウクライナのことですけれども、わたしはウ

クライナについても非常に関心がありますが、ただ、現

在お前はウクライナに行くかといったら 86 歳になります

から、今行ったって全然役に立たないだろうと思います。

今、行けるとは思いませんけれど、若い人たちがこうい

う問題をどう考えるか。自分たちの生き方としてこの問

題をどう捉えるかということは、非常に重要なことでは

ないかと思います。

小菅（司会）
ほかにいかがでしょうか。

発言者 B　お話ありがとうございました。理工学部の教員
でBと申します。

わたしが最初に質問しようとしていたことに近い質問を

小菅先生のほうからなされましたので、それでほとんど納

得したのですが、もう少し深めて聞きたいなと思います。

それは民族の独立とか自由の問題なのですけれども、先生

のおっしゃったお話では、すごく実体験に基づいていて、

単なる知的なアプローチではなく、実際に体験なさったこ

とに基づいておっしゃられているのですごく説得力があっ

たので、そこに抽象的な質問をするのもちょっと違うのか

なとは思ったのですが、それでもやはり聞きたいなと思い

ました。民族の自立とか自由とか独立というのは本当に深

刻な問題で、それが実際の生活に直接関わってくることが

あるわけです。だから、たとえ仮に戦って守らなければな

らないのであれば、それはやはり守るべきだというお話も

本当によく分かりました。

その上で、それは本当にある意味正論だと思ったのです

けれども、キリスト教徒としてどうなのかなと気になりま

した。私はキリスト教徒ではないのですけれども、キリス

ト教としての価値観と、その民族の価値観みたいなもの

は、どこかで矛盾するような気もしたので。

というのは、もしかしたらキリスト教的な発想だと、

もっと個人というものを重視したり、あるいは個人と神と

のつながりというものを考えるのかなと思いました。民族

の価値というものに先生は実際に触れられる中で、キリス

ト教徒としてのご自分の価値観みたいなものとの関係とい



11

うのはどうなっていたのだろうというのがちょっと気にな

りまして、その点をお願いします。

舩戸　これも本当に難しい問題だと思います。個と全体と
言いましたけれども、これは、それこそ古代ギリシャの哲

学からずっと今に至っている問題だと思います。

キリスト教会というのも、教会という 1つの組織体とし

て、私はキリスト教会の牧師で、新約聖書を一緒にみんな

で勉強していきましょうということをやっていますけれど

も、イエスの時代にはユダヤ教というすごい団体がありま

して、それに対してイエスはものすごい攻撃をしているわ

けです。だから全体の悪といいますか、そういうものは確

かにあるわけで、人間がこういう組織の中に入れられたと

いうか、そのときの言わば「悪」という問題は、これは大

変なものだと思います。

小菅先生と私は『「悪」の研究』という本を買って、そ

して読書会をしようとか言っているのですけれども、まだ

実現していませんが、一体「悪」とは何であるかというこ

とは、これは 1つ大きな課題です。そのときに「組織」と

いうものが、どう関係しているか。例えばナチスにして

も、これは非常に難しい問題だと思います。

今ロシアで、ロシア正教がプーチン政権を絶対支持して

います。ロシア正教というのはロシア民族と一体化して、

今のウクライナ戦争も当然正当なものだと言っておりま

す。そういうことを考えたら本当に、何というかな……。

発言者 B　質問を少し言い換えますと、先生個人としてど
う考えるのが重要かみたいなことも強調されていたと思う

のですけれども、その中で日本人としてではなく、キリス

ト教徒として、ご自分で何か意識される点はありますか。

今ご説明なさった民族の自由とか尊厳とか、そういうもの

に関する考え方の中で、自分はキリスト教徒だからこそこ

う考えるのだみたいな部分というのはあるのでしょうか。

それとも圧倒的な実体験の中で、自分の宗教的な信条と

いうものはあまり関係なく、人間として民族の自立、自由

というものが大切だと考えるのか、もしくはキリスト教的

な考え、キリスト教徒としての考えというものが何かある

のかという、その辺りについてちょっと知りたいのです。

舩戸　私は「キリスト教徒として」という、それは大前提
であって、それを外すということはできないと思いますね。

ただ、民族の独立とは何かということを本当に考えさせ

られたのは、やはりベトナムに行ってからです。ベトナム

の人と接し、ベトナム戦争の中でベトナム人がどう考え、

どういうふうに行動しようとしているかということです。

先ほど申し上げましたけれども、マクナマラがボー・グ

エン・ザップに質問したというのは、私はいかにもアメ

リカ人的だなと思いました。そう言ったら悪いと思うし、

アメリカ人だって、十把一絡げにすることはできないです

けれども、アジア人のことは、なかなか理解できないの

ではないかと思います。わたしもそういう意味で言えば、

日本人としてベトナムにいて、一人のキリスト教徒とし

てではありますけれども、なかなか難しいのではないか

と思いました。

ちょっと話がそれるかもしれませんけれども、わたし

は「アメリカ人がアジア人を理解するということは難しい

な」と思ったひとつのことがあります。わたしがプリンス

トンにいましたとき、プリンストンの日本研究講座の主任

教授、マリウス・ジャンセン先生という方が居られまし

て、日本研究で、日本政府から勲章をもらったぐらい日本

研究をすごくよくやっている人なのですが、一度わたしに

こう言ったことがあるのです。「舩戸くん、君、プリンス

トンで教師にならないか。」と言われたのです。わたしは、

ジャンセン先生に即座にこう答えました。「わたしはアジ

アに使命を感じていますので、そのつもりは全くありませ

ん。」。一昔前で言えば「コーリング」とか「ベルーフ」と

かという、言わば「召命」です。「自分は神様によって自

分の使命を与えられていますので、プリンストンの教師に

なるつもりは全くありません」と言ったのです。そうした

ら、ジャンセン先生はこう言いました。「ストレンジ」「日

本人でプリンストンの教師にならないかと言われて、それ

を拒絶したのは君が初めてだ」

わたしはそのことを聞いて、この人はアジア人の気持ち

というのを本当に分かっていない、アジア人がどういう価

値観を持っているか、日本研究の第一人者だと言われてい

る人が全然分かってないなと思いました。「じゃあお前は

ベトナム人のことを本当に分かっているか」と言われた

ら、「いや、どうですかね」と答えざるを得ないし、キリ

スト教徒として、それはわたしにとっては大前提ではあり

ますが、そういう問題をどう考えるかということはいまだ

に課題です。そういうことを言って、逃れるようなことに

なって申し訳ないのですけど。

発言者 B　今「使命」というようなことをおっしゃったの
で、それでわたしは少し理解できたような気がしたのです

けれども、こういった活動も含めて、ある意味キリスト教
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徒としての自分の使命と考えられているという理解でも大

丈夫でしょうか。

舩戸　そうですね。だからわたしは、マルチン・ルー
サー・キングに注目したいのです。彼は暗殺される原因と

もなったベトナム戦争に対して大反対をしているのです。

彼は人種差別反対をやったのですが、その事とベトナム戦

争反対ということは黒人として、気脈が通ずるところが

あったのではないかなと思っています。

発言者 B　ありがとうございます。

小菅（司会）　どなたかほかにいかがでしょうか。

発言者C　経済学部 1年の Cと申します。
お話を聞いて、ベトナム戦争の反対をしている後に喫茶

店に行ってコーヒーを飲んでいたというお話を聞いて、私

自身の今の状況とすごく重なった思いがします。高校生の

時、ウクライナ戦争について友人同士でネットやテレビで

拾った情報を議論したりしていたのですが、それは結構自

己満足だったなと。今、思いかえして、表層的な理解だけ

をしていた、というか、分かろうとしているポーズだけ、

いい子ちゃんのふりをしていただけで本当に理解はしてい

なかったなという思いがしました。

そこで質問なのですが、本当に理解したければ現地に

行って何年か過ごすか、その地域の人と、（留学生と）お

話しする、腹を割って話すのが大事とおっしゃられていた

と思うのですが、そういう機会が得られなかった場合に、

例えば現地の人が書いた本だとか、そういうのを読むとか

でも、間接的だから理解するのは難しいのでしょうか。

舩戸　わたしは、オール・オア・ナッシングという思考は
取らないつもりなのです。だから、自分は本当に理解でき

ないから結局何もできないのだと、そういうふうになって

しまうよりは、少しでもあなたに今できることをするとい

うことが、わたしは大切だと思うのです。

それが、本物にはとてもなれないよ、ということも、そ

れは自分自身でも思うだろうし、人からもそういうふうに

言われるかもしれないけれども、何もしないということよ

りは、とにかく何かをする。だからそれは本を読んでいた

だくのだって、それでもいいと思います。

今、自分が置かれた状況の中で、自分が何をすべきか、

ということを自分自身で考えて、それを実際に行うという

ことが、わたしは非常に大切なのではないかと思います。

「知行合一」、「知る」ということと「行う」ということは

一緒なのだという、日本の思想の中にもそういう考え方

がありますが、キリスト教の考え方の中にも「実際に何

かものを知る」ということは行うことだという考えがあ

ります。

ひとつわたしに非常に影響を与えた本があります。それ

は『キリストに倣いて』という書物ですが、学部 1年生ぐ

らいのときに読んで、非常な感銘を受けました。

例えば、こういうことが書いてあるのです。「もし自分

が謙遜を欠き、そのため聖なる三位一体の神の御心に背い

たとするならば、三位一体について深い知識を持ち、また

それを論じたとしても、何の益するところがある」。三位

一体というのは、父、子、聖霊というキリスト教の知識で

すけれども、そういう知識を持ったとしても、それが自分

の生活とか信仰とかになっていなければ、そういう知識を

持ってもそれは何もならないのではないかと。

「たといわたしが、聖書の全部とあらゆる哲学的教理と

をそらんじたとしても、神と、その恵みとを愛する心がな

かったならば、何の益があろうか」。「愛する」ということ

は、要するに行動に移すということです。だから、自分が

どんな知識を持っていたとしても、それが実際の行動とい

うものと結びついていなければ、その知識は一体何なので

あろうかということを考えさせられました。学んだ知識を

どう生かすかということも、また大切だということを知っ

ていただきたいと考えているのです。

発言者C　ありがとうございました。

小菅（司会）　ほかにいかがでしょう。

発言者D　総合政策学部 2年のDと申します。
質問というかコメント的な感じなのですけれども、自分

自身、今年の春にベトナムに行ったのです。研究室でベト

ナム戦争の枯葉剤で障害を持った人が多い地域があって、

そこにフィールドワークという形で先生に同行させていた

だいたのです。

自分の行く意味というのはもともと何も考えずに行っ

て、そこに入っていろいろなことを感じるわけです。ずっ

と日本に住んでいて初めて気づくこととか、平たく言え

ばそうなのですけれど。自分自身ひとつ心に残っている

質問があって、たまたまそのフィールドワークにハノイ

から来たベトナム人の高校生もいたのです。彼に「何しに
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来たの」と僕は言われて、自分はそれにすぐに答えるこ

とができなくて。今も答えていないのですけれど、自分

自身、それからそこのフィールドワークに行った意味と

いうのを見つけたいなというのはずっと思っていて、自分

はこの夏ももう一回行かせてもらうことになっています。

こういうふうに聞かれたことは教授にも言ってないので

すけど。

それのひとつとしては、さっきも言っていたと思うので

すけど、その場所を知ることですよね。でもそれは学問的

なものではないと思うし、さっきプリンストンで断ったと

いう、あのアジア人の感情ですよね。あれは別に学問的な

ものでもなくて、そこに住んで初めて気づくこととか、そ

ういう部分のはざまにあるものというのは、自分自身まだ

分からない部分もあるし、一生分からないのだろうなとい

う思いですけれど、ベトナムに行ったということを、キリ

スト教徒としての自分の認知とか、個人的なこととしてい

ろいろ紡がれているのを聞いて、自分もそういうふうに思

えるような何かがあればいいなと思いました。

すみません、質問でも何でもないのですけれど。

舩戸　ベトナムに実際に行かれて、そして枯葉剤のことを
知る。わたしはそういう体験をするということが、非常に

重要だと思うのです。実はわたしは、今は引退しましたけ

ども、アジアキリスト教教育基金という団体をつくって、

学生たちを連れてバングラデシュにスタディツアーをして

いたのです。高校生もいましたし、もちろん大学生もい

た。大学の 1年生とか 2年生、若い魂の人たちは、バング

ラデシュに行き、自分の人生が変わるという様な影響を受

けます。今は大
だいぶ

分バングラデシュも変わってきましたから

ないでしょうが、わたしが最初にバングラデシュに行った

ときは、子どもたちが勉強をする、文字を覚えるのにノー

ト、紙がなかったですから、「かまどのすす」を溶いて濃

くして、木の葉っぱに書くのです。あれは仏教徒なんかが

そういうふうにして写経をした、そのように子どもたちが

やっていました。わたしは、それを写真に撮って持ってき

ました。そういう、現実に若い人たちが、若い魂が触れる

と、わたしが連れていった学生の何人もの人が、その後ア

ジア研究に入って、大学院へ行ったり、留学して勉強し、

現在、大学の教師になっている人が何人もいます。本当に

若いときにそういう現実にぶつかるというか、あなたが枯

葉剤を見たという事実が、わたしは非常に重要だと思うの

です。そしてそれがあなたに何をさせるのか、何を与える

のか。実際に何かしなくても、スタディツアーで学生をバ

ングラデシュに連れていって、その一人一人の生き方に何

らかの影響を与えている。その人たちはその事を通して、

自分の生き方に何らかの影響を与えられているのです。も

ちろん全員がアジアに何か奉仕をしたいということなんて

あり得ないことですが、しかし、そのような事が必要だと

思うのです。

特にアジアに行くなり、アジアのことを学ぶなりするこ

と、何といっても日本人はやっぱりアジア人ですから、ア

ジアの人たちとこれからいろいろなことを一緒に考えてい

かなければならないのですから、アジアの人たちがどうい

うことを考え、どういう価値観を持っているか、どういう

ふうに生きようとしているか、そういうことについて実際

に体験するということが、非常に貴重なことだと思ってい

ます。ですから、あなたがそのような経験をなさったとい

うことは、貴重なことだなと思います。

発言者D　さっきの葉っぱの話、僕も貧困の地域に行っ
て、あまりにも物質的なものがない中で、小さな勉強机と

少ないプリント類とかを見て、自分はこういうふうに私立

大学に入って勉強させてもらっている。それに対して思う

こともあったのですけれど、日本の日常生活に戻ると、そ

れを忘れてしまう。当然かもしれないのですけれど、今年

の夏もあそこに行くというきっかけをもらっているという

意味では、確かに自分自身また新しいことを学んで、それ

を新しい価値観にできるという意味では、大きなことなの

かなと思いました。ありがとうございます。

小菅（司会）　ありがとうございました。
お願いします。

発言者 E　政策・メディア研究科修士 1 年生の Eと申し
ます。私は中国出身で、私のおじいさんが今 80 歳を超え

たのですけれど、20 歳の頃にベトナム戦争でベトナムに

行って、北ベトナムに協力したこともありまして、帰国し

た後、回想記を書こうと考えたことがありまして、でも、

当時はやめました。理由としては戦争がすごく残酷であ

り、そこの体験を通じてもう一度振り返るのはやめになり

ました。

そう考えると、体験したこともなくて、戦争を直接話す

ことは不十分だと思いまして、でも、その考えは先ほど

おっしゃった、コーヒーやケーキを食べながら戦争を話し

ているその若者の話につながります。

これは質問なのですけれども、体験したこともなくて、
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どの場面でどの立場に立って、その戦争とか戦争反対とい

う話を展開するのか、当時の日本の若者にとって、その話

をちょっとぜひ伺いたいです。よろしくお願いします。

舩戸　適当な答えになっているかどうか分かりませんが、
体験というものと経験というものでは、体験しただけとい

うことであれば、それは何かただ体験しただけという、そ

こに終わってしまうと思うのです。それを自分の経験とし

て昇華させるというか、そういうことが非常に重要ではな

いかと思うのです。

だから何かこういうことをした、例えば学生をバングラ

デシュに連れていったとしても、ある人は「バングラデ

シュに行って、こういう貧しさがあった」ということで、

それで終わってしまうという人もいるかもしれない。しか

しある人は、そういう現実にぶち当たることによって、体

験することによって、それを自分の経験として「自分はア

ジアのために働きたい」と思う人もいる。

こういう話があります。東京女子大の 1年生です。ある

夏、バングラデシュに行ったのです。そうしたら真夜中に

一人の女子学生がわたしの部屋をコンコンと訪ねてきて、

「先生、実は自分は昼間こういう体験をしました」と言っ

て話し出したのです。寺子屋学校の教室に行ったら小さな

女の子が「ぜひ自分の家
うち

に来てくれ」と言うのだそうで

す。もちろんベンガル語ですから言葉は何も分からなかっ

たけれども、その子どもに連れられてその子の家
うち

に行った

というのです。そうしたら、木のベッドと、茶碗とお鍋が

転がっているだけ。そこに家族 5～6 人が生活している。

彼女にとっては、それはものすごいショックだったわけで

す。彼女はわたしにこう言いました。「先生はいつも『神

は愛だ』と言っているけれども、もし神が愛であるなら

ば、どうしてこういう現実があるのですか。なぜ、このよ

うな貧困を神が許しているのですか」。そう言って、彼女

は涙をぼろぼろ、ぼろぼろこぼしながら、わたしを問い詰

めたのです。

わたしは、答えることができませんでした。何も言えな

かったのです。なぜ、このような現実が起こっているの

か、それでもなおかつ「神は愛だ」なんて、いうことが出

来るのか、それは私には分かりません。

ただひとつだけ言えることがあると思う。それは、こう

いう貧しさがこの世界にあるということを神は「善し」と

したまわない。これは確かだと思う。だから、そのことを

なくす、そんなことはできないと思うのだけれども、その

ようなことに自分が目覚めて、それをなくすために何らか

の仕事をする、自分で行動するということが重要であると

いうことは言えるのではないかと思う。彼女は今、実際に

アジアの美術を日本人に紹介する仕事をしています。今は

そういう人がいないかもしれないけれど、わたしが最初に

バングラデシュに行った頃は、道路に竹で囲いのようなも

のを作り、そこにぼろ布をかぶせて、そこで一家が生活し

ていたのです。わたしにとっても、ものすごいショックで

した。道端に竹で家を造り、そこにぼろを掛けて一家が生

活しているというのは、日本では到底考えられません。そ

ういう体験を「この人たちはこういう生活をしているの

だ」というただ体験をしただけでは、「そこに貧しい人が

いるな」という考えにしかすぎないでしょう。

しかし、それを自分の経験として昇華し、どうするかと

いうところにまで考えていくことが重要ではないかなと思

います。

それからさっきからキリスト教ということが出て来ま

したが、わたしは、現在、86 歳になって今分かることは、

この世の中のことは、特にキリスト教のことでも、分から

ないことのほうが多いということです。全部自分でこれは

こうだ、あれはこうだと解明できるなんて思ったら間違い

です。例えば聖書のことでもそうです。聖書に書かれてい

ることが全部分かって、それを人に説明できるなどと思う

のは、全くおこがましくて、そんなことは絶対あり得ま

せん。むしろ聖書のことで分からないことのほうが多いの

ではないか。これが、86 歳になっての思いです。だから、

世界のことでもそうです。なぜこういうことが起こるのだ

ろうということは、分からないことと言ったほうが正確で

しょう。

発言者 E　ありがとうございます。
補足として 1つだけ感想を述べたいのですけれど、私

は中国人ですから、ここで台湾人に会ったことがありま

して、いかに交際するか、ちょっと悩んでいます。中国

の友人からも「台湾人だから話しかけないでください。危

ないですから」という話もありまして、その話は、先ほど

のおっしゃっている言葉を聞かせていただくと、ある特定

な、つまり中国の立場で立ってそういう台湾人を考えるこ

とになりますね。そうではなくて、アジアの立場、確実に

国家という単位を超えて、確実にアジアという地域に立っ

てこの話を発展するのがよろしいのではないでしょうか

と、今回の感想です。ありがとうございます。

小菅（司会）　ありがとうございました。
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もうそろそろという時間ですので、私が最後にひとつ気

になっていたことをお聞きします。ウクライナ戦争が、私

たちは早く終わって欲しい、あるいは早く終わらせるべき

だとしか考えられませんけれど、今の先生の文脈で言え

ば、民族の独立・自由ということから、もしかしたらこれ

は時間がかかっても仕方がないことかもしれない。これか

らあと 2年、3年、10 年ウクライナ戦争が続いても、これ

は致し方ないことだと先生はお考えですか。

舩戸　わたしはそう思います。それは大変な犠牲だと思う
のですが、ベトナム戦争でベトナム人はなんと 400 万人が

死んでいるのです。だからマクナマラ長官も「あれだけの

犠牲が出ているのに、なぜ和平に応じなかったのか」と質

問したのです。しかし、ボー・グエン・ザップ将軍が答

えたのは、「自分たちは 1,000 年間中国に支配されていた。

それを跳ね返して独立を確保した。これは絶対忘れられな

い」。これはボー・グエン・ザップ将軍でなくても、ベト

ナム人ならば、そういうでしょう。

だから、ベトナム民族というのは、すごい民族だと思っ

ています。非常に優秀な人々です。アメリカへボートピー

プルで出て、今アメリカで生活しているベトナム人はアメ

リカの陸軍兵学校とか海軍の士官学校で、トップクラスに

入ると言われています。非常に優秀な人たちです。プロ

ポーズを断られた時には、とてもショックでした。日本人

だったら恐らくそんなことは考えないでしょう。彼女は断

る口実として、そのように言ったのかどうか、それは分か

りませんけれども、とにかくそういうことが言えるという

民族はすごいと思いました。

小菅（司会）　分かりました。ありがとうございました。
それでは本日はこれで閉じたいと思います。舩戸先生、

どうもありがとうございました。

舩戸　どうもありがとうございました。
（拍手）

� ――了――
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「激動の流れを生きて」―ウクライナ戦争を念頭に、今ベトナム戦争を考える―
� 慶應義塾大学教養研究講演会にて　舩戸良隆

（1）	 ベトナム戦争の要因　ドミノ理論（恐怖心）

（2）	 ベトナムへ派遣
	 提灯デモへの反発　トマス・ア・ケンピス「キリストに倣いて」、
	� 知行合一（陽明学）の影響　「戦争論」ではなく、「何もしなくてよいのか」という自身への

問いかけ
	 EACC（東南アジアキリスト教協議会）がサイゴンに「アジアキリスト教奉仕団」を結成、	
	 日本の教会にワーカーの派遣要請あり。　応募者なし
	 恩師 隅谷三喜男先生（五味川順平「人間の条件」のモデル）に相談
	 日本基督教協議会が舩戸牧師を派遣することを決定
	 教団議長 鈴木正久牧師のトラウマ　太平洋戦争における同僚の戦死
	 「第二次大戦下における日本基督教団の責任についての告白」（1967.3.26）
	 朝鮮特需・ベトナム特需を契機とした日本経済の復興
	 「一粒の麦」新約聖書ヨハネ福音書 12：24　1967 年 10 月　サイゴンへ

（3）	 具体的な活動内容
	 靴磨き少年と同居（サイゴンスラム街の倉庫を借りて自給生活）
	 米兵の靴を磨く　子供たちを地域の小学校へ徒弟となっての技術習得

（4）	 テト攻勢（1968 年 1 月 30 日）における民衆の反応
	 南ベトナム民族解放戦線による首都サイゴンの攻勢
	 3 日〜5日後における解放戦線兵士の摘発

（5）	 ベトナムに医薬品を送る運動
	 北ベトナムへはハノイへ　南ベトナムへはサイゴンへ　解放戦線へは？
	 南ベトナム領内における敵と味方　双方への納税を余儀なくさせられる農民
	 競合地区のカイベイからプノンペンへ（密書を持って）
	 解放時における日本人の驚き　共同通信社の通訳が解放戦線の幹部、
	 日本大使現地雇用職員（現地情報提供者）の配偶者が解放戦線の幹部
	 日本人的「単眼的思惟構造」と「複眼的（トンボの目）思考」の必要性

（6）	 ドン・ルースによる反戦運動
	� 「トラの檻」（南ベトナム・コンソン島にあった政治犯収容所）を米国下院議員に紹介。 

1970 年 7 月 17 日の「LIFE」に写真掲載……日本においては岩波書店「世界」に掲載される。
アメリカにおける反戦運動の高まり　米軍の撤退と北ベトナム軍による開放（1975 年 4 月
30 日）

（7）	 民族の独立とは何か
	� サイゴンの反戦歌　チン・コム・ショーン♬ 1000 年間中国に、200 年間フランスによる支配　

ベトナムの愛国者女性は外国人と結婚しない
	 「自由と独立ほど貴重なものはない」ボー・グエン・ザップ将軍

■資料


